






































































グルコースを不斉炭素源にして、天然生理活性物質ルミナシン C 2 およびル
ミナシン C 1 の全合成研究を行なった。結果、糖質のもつ不斉炭素を最大限
に利用して、ルミナシン類の７つの不斉炭素を全て構築し、初の全合成を達
成した。そして、ルミナシン C 1 および C 2 の絶対構造を明らかにし、構造の
相違点が 1"位にあることをつきとめている。  
第 1 章では、第 1 次合成戦略として、Horner-Wadswor th -Emmons 反応およ




スとの Horner- Wa dswor th -Emmons 反応、もしくは 2 ,4 -ジヒドロキシベンズア
ルデヒドより導いたホスホランと前述の 2-デオキシピラノースとの Wit t ig
反応による縮合反応により構築することを計画している。  
第２節では、Horne r-Wadswor th -Emmons 反応に必要な両ユニットの合成法、
およびそれらの縮合反応について述べている。縮合時の条件によりユニット
 の分解が生じることを見いだしている。  





































得られた、 (1"R ,  2 'S )体と (1"S ,  2 'S )体は、両方とも天然物と一致しなかった。
このことから、天然物の構造が (1"R ,  2 'R )体と (1"S ,  2 'R )体であるということ
を見いだしている。  
第８節ではルミナシン C 1 および C 2 の全合成について述べている。今ま
でに得られた知見を総動員して縮合前駆体を合成し、これと光学活性なアグ
リコン部との縮合反応、つづく保護基の除去を行なっている。これにより得
られた、 (1"R ,  2 'R )体と (1"S ,  2 'R )体が、天然物のスペクトルデータと完全に



















Luminacin C2 (Eisai Co.& Mercian Co.)
SI-4228A (Idemitsu Kosan Co.)



















[α]   +50.2° (c 0.1, CHCl3)





[α]   −97.7° (c 0.1, CHCl3)23D
